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１ こんな学級づくり 

  みんなちがってみんないい（学級通信『Step by Step』） 
  わたしたちは，顔・体・名前・誕生日などいろんなことがちがって当たり前です。でも，違って当た

り前なのに，時々違うことをわかってやれない時があります。自分のことだけしか考えない時です。 

  自分を大切にする，友達を大切にすることを学ぶことは，今後の学校生活や人生を楽しく過ごすこと

につながります。みんなちがって当たり前。世界にたった一人しかいない自分を大好きになる，友達を

大好きになる。夢や目標に向かって一歩一歩努力する。そんな学級を今後もつくっていきたいと思いま

す。 

 

２ 学力向上のために 「自分でできる力を育てる」 

・ 家庭と学校が連携してこそ，子どもの勉強を支えていける。 

   ★ 家庭教育と切り離された「学力向上」はあり得ません 
伸びる子の条件は、４つあるといわれています。 

① 「ていねい」に物事に取り組む子 ② 「まじめ」な子 ③ しりごみしないで「挑戦」していく子 

④ 一度やり始めたことは「最後までやる子」 

②の「まじめ」な子を育てるためには、家庭学習の習慣をつけることが大切です。 

≪家庭学習の習慣を身につけるためには≫  この３つは継続してやらせましょう。 

① 机で学習する習慣をつけよう(机は親の近くのテーブルでも OK) 

② とにかく座らせる           ③ 毎日やらせる 

 

３ １学期の学級経営の反省 

 （学習面） 

・ 基本的な，正しい姿勢で学習することができないことが多く，離席や私語もまだまだ多いです。そ

のため，集中力が長く続かないときがあります。 

・ １学期に学習する漢字（９６字，読替漢字漢字含む）を８割読み書きできることが目標でした。読

むのは毎日の国語の時間の漢字読みリレーでほぼ読めるようになっています。 

・ 宅習の提出率が低いです。提出率を高めるために，宿題の量を減らしています。与えられた課題を

期限内に提出する力は，将来，就職したときに必要な力になります。ご家庭でも声かけと見届けを

お願いします。実は，高校入試では学力テストだけでなく，内申点が大きく合否を左右し，その内

申点は，中学校では提出物や課題を期限内に出せるかどうかも点数に大きく関係しているそうで

す。 

・ 音読や読書に取り組んでほしいです。音読や読書は学力向上の近道，たくさんの言葉や言い回しを

知ることで，コミュニケーション能力の向上にもつながります。また，読書をすることで，忍耐力

もつきます。今後のステップアップとして，短い物語を読んで，その内容（あらすじを）を簡単に

伝える練習をご家庭でも取り組んでみてください。 

・ 算数が難しくなっています。高学年の算数は，中学校にそのままつながる大事な単元が多いので，

しっかりと復習してほしいです。かけ算九九がまだすらすら言えない人がいるので，ご家庭でもお

風呂の中とかで言わせてみてください。 

・ 学習したことをその日の宅習で復習する，テストの前日はテスト勉強を宅習帳の宅習ページにする

という習慣を身に付けると，学力も向上すると思います。 

５年生の宅習時間は「学年×１０＋２０＝７０分」です！ 

・ 学校は間違っていいところ。もっと自信をもって発表してほしい。 

(生活面) 

・ さすが高学年。委員会活動や係活動に責任をもって取り組む子が多いです。 

・ やってもいないのに，最初からあきらめる姿も見られます。チャレンジすることで，自分を成長さ

せることができます。失敗から学ぶこともたくさんあります。失敗を恐れずに，様々なことに積極

的に挑戦してほしいと思います。「できる・できないじゃない。やるかやらないかだ！」 

(保健面) 

・ 「はちつぼねぶ」がなかなかそろいません。ご家庭でも声かけをお願いします。 

 

個性あふれる学級ですが，子供たちは少しずつ確実に成長しています。そして，欠席が少ないという

ことが本当に嬉しいです。それは家庭の支えや家族の受容・応援があってのことです。１学期間のご協

力ありがとうございました。まだまだ自分中心で動く子供たちが多いですが，優しい心もたくさんもっ

ている子供たちばかりなので，今後もその心を多く引き出せるように励ましていきたいと思います。こ

れからもよろしくお願いします。 


